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学生への指導方針 

大阪医療センターは累積 HIV 患者は約２５００例となり臨床経験、実績とも、国内で有数

の施設です。このような背景を活かしエイズの先進的医療と大学院における医学研究を通じ

て、将来のエイズ診療・臨床研究の中核を担う若手医療者の育成を目指します。 

学生に対する要望 

HIV 感染症／エイズは、この１５年ほどで不治の病、致死の病から慢性疾患になりました。

次は治癒も視野に入れた研究が必要です。challenging な研究と取り組む熱意と創意工夫に

たけた学生を歓迎します。 
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その他出願にあたって

の注意事項等 

研 究 内 容 

国立病院機構大阪医療センターは厚生労働省が定めるエイズ診療の近畿ブロック拠点病院であり、医師・薬剤師・看

護師・臨床心理士・メディカルソーシャルワーカーらのチームで、エイズに関する先進的医療や臨床研究に取り組ん

でいます。 

１．HIV 感染症の病態をウイルス学的・免疫学的な知見から解析を行い、治癒を目指した新たな治療法の開発を進め

る。 

２．HIV 感染症に対する集学的治療や全人的ケアの方法について研究を行い、同時に HIV 感染症診療・研究のための

人材を育成する。 

３．HIV 感染症治療薬は、希少疾病用医薬品として国内での治験を実施せずに迅速承認が行われており、日本人におけ

る薬物体内動態は検討されていない。当研究室では、これら抗 HIV 薬の薬物動態について臨床研究を実施する。 
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